
掲載数 26

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 横須賀市立 高複合 理科 遺伝情報

 遺伝情報を担うDNAの特徴や複製と分配を学ぶ中で、生命尊重の視点を含めた。中でも、
親の染色体がそれぞれ子に受け継がれること、これまで長い年月をかけて命のバトンをつ
ないできたことに触れた。生徒は、今ある命はこれまで多く生命のもとにあり、これから
もつないでいくことの大切さを考えることができた。

生物基礎
「遺伝子とそのはたら
き」

2 神奈川県立 高複合 理科
新型コロナウィ
ルスについて

　生物基礎の単元「免疫」で我々の体が免疫システムによって体外からの異物に対して守
られていることを学ぶ。
その中で異物の例として、新型コロナウィルスを取り上げ、その構造・感染機序について
触れるとともに、校内で行われている感染予防がなぜ有効なのかを考えさせた。

インターネットより、
リアルタイムの情報を
提供しながら授業を展
開した。

3 神奈川県立 高３ 理科 生殖と発生
「遺伝的多様性」

　ヒトを含めた動物の有性生殖には、２個体必要であり、そこから半分ずつランダムに遺
伝子が配分される。染色体数が多いほど、組合せは多くなるが、実際に自分の遺伝子の組
合せになる確率を計算させることで、その偶然性を認識することができ、また数名からは
歓声が上がるなど、自分という存在の重要性、生命の始まりの神秘を感じ取ることができ
た。

第一学習社
「改訂　高等学校生物」

4 神奈川県立 高１ 理科
動物と生殖の発生
生物の進化と系統

 「動物の生殖と発生」の単元において受精と発生のしくみについての授業の中で，たっ
た１個の細胞（受精卵）の生成から分化していく過程を理解していくのと同時に，命の大
切さを考えさせた。
 「生物の進化と系統」の単元において生命の誕生や生物の系統についての授業の中で，
３６億年前の生命の誕生からヒトへの進化について学ぶことを通して命の大切さを考えさ
せた。

生物教諭
「生物」
（教科書）

5 神奈川県立 高３ 理科 遺伝子検査
　遺伝子検査に関する事例を確認したうえで、異なる立場ごと（世代など）に視点を変え
てその是非についてディスカッションを行った。その後、ディスカッションの内容を踏ま
えてそれぞれに自分の考えをまとめた。

講師は本校教諭。
教材は、自主作成教材
を使用した。

令和３年度　いのちの授業　事例集（高校）【理科】



6 神奈川県立 高複合 理科 Zoology

　 ZoologyⅠ・Ⅱという講座を開講し、Ⅰでは動物と人間との関係について考える授業を行った。
よこはま動物園ズーラシアでの観察や調べ学習などを通して、野生動物について学んだ。学校内
では、動物園の歴史や構造、役割なども学んだ。また、校外の横浜市動物繁殖センターでの見
学と講義も受け、命についての理解を深めた。年度の最後には担当する動物の展示場前で解
説・発表をする。
　 Ⅱでは，動物園の動物以外で人間とかかわっている動物（ペット、家畜、野生動物、実験動物
など）について学習した。横浜市動物愛護センターでの校外学習では、動物愛護の視点から人
間との関係を考えた。年度の最後にはズーラシアで一般のお客さんの前で解説・発表をする。

実施月は通年
行っている。

7 神奈川県立 高２ 理科

人口爆発と生態
学と閉じた環境
としての宇宙船
地球号

　Sustainability をテーマにし、「閉じた系としての地球」に気づかせると共に、人類
のEcological な存続のために、生物としてのヒトがどのような選択をするべきかという
切り口から、生物に宿る「いのち」は尊く、人類の煩悩を超えて、冷静な判断基準を身に
つけた知的地球市民に育つことがいかに大切かということに気付かせ、18歳参政権の意義
を自覚させた。

教材
ＮＨＫスペシャル
シリーズ2030
 未来への分岐点
飽食の悪夢〜水・食料ク
ライシス〜

8 神奈川県立 高３ 理科
動物の配偶子形
成と受精

　精子形成の過程や、卵形成の過程、受精の過程などをとおして、生物が子孫を残し、代
を重ねるための巧妙な戦略を学ばせるとともに、一個の受精卵から始まる命が、父母の
DNAや母体から授かった栄養分、ｍRNAなどをもとに、親と似た形や性質を形作る過程を学
んだ。また、ヒトの受精や胎児の成長、出産時の血流の劇的変化などを学ぶことを通し
て、自分が、そして、親が、または、将来の子供が、生まれ成長し、独立をしていくこと
を学んだ。

9 神奈川県立 高３ 理科
ブタの眼球の解
剖

　前時までに教科書を使って、眼球の構造や部位の名称を確認してから解剖を行った。解
剖では眼球の各部位の名称やその働きを確認しながら授業を行った。水晶体を確認する場
面では、その弾力と透明さに驚く生徒が多くいた。本授業は看護師をめざす生徒が複数人
選択しており、実験を通して眼球の構造を理解することで、感覚器としての機能を学ぶだ
けでなく、いのちの尊さを再認識し医療職をめざす意欲を一層強める契機にもなった。

ブタの眼球は専門の業
者から購入

10 神奈川県立 高１ 理科
遺伝情報とＤＮ
Ａ

　通常学級において「細胞分裂」のしくみを学習した上で、21トリソミーなど先天性疾患
の原因や症状について取り上げた。染色体や遺伝子が変化すること、母胎にいた時の環境
などが原因であることが多いことなどを知らせ、生命の神秘さや畏敬の念を感じさせるこ
とができた。

教科書、資料集、
授業プリント

11 神奈川県立 高１ 理科
生物基礎
「ウィルスと免
疫」

　昨今の社会情勢を鑑みて、４月の段階でウィルスとはなにか、生命とはなにか、免疫と
はなにかを理解し、正しく健康や安全を守る術を考え、実行できることを目指した。
　最初にニュースサイトや新聞記事から現在の状況を正しく認識させ、防疫のために何を
すれば良いのかを考えさせた。
　授業後のアンケートでは全員が正しい防疫方法を理解する事ができた。あとは年間を通
して実行できるかを見守り、適宜指導した。

教材は教科書の該当
ページおよびTVの
ニュースサイト（日テ
レ24など）や新聞
（yahooニュースな
ど）など



12 神奈川県立 高３ 理科
ニワトリの有精
卵の観察

　孵卵して３日後のニワトリ有精卵の中を観察して、胚が成長している様子をルーペで観
察した。受精後４日ですでに目や脳、そして血管が発達して心臓が拍動している様子を慎
重に観察した。普段は食品として利用している卵に、このような生命力が秘められている
ことを目の当たりにして、生徒は感動していた。観察後の胚の扱いを心配したり、余った
卵を持ち帰って育てたいという気持ちを表す生徒も多くおり、生命を大切にする心が醸成
された。

スクエア最新図説生物
p.171

13 神奈川県立 高３ 理科
ゲノム解読に関
する小論文

  遺伝情報の解読が進み、その理解が進んできているが、近い将来、個性や人格の基本ま
でもが遺伝子レベルにおいて議論されるようになる可能性がある。これが現実になった
時、どのような問題（差別など）が生じるのか、各自で意見をまとめて、その要旨を全員
で共有した。人格や個性の多様性について各自が考えることができた。

14 神奈川県立 高１ 理科 ブタの眼の解剖

　ヒトの体はさまざまな組織や器官の働きが綿密な連携を取って活動している。実験で
は、ヒトの眼球に構造が似ているブタの眼を解剖した。普段見ることができない眼球の内
側や構造を監察することで、自身の体の構造について知ることができた。また、私たちが
食べている食材や、化粧品、日用品は他の生き物を犠牲にしているものがある。当たり前
のように食べているものや使っているものが他の生き物の恩恵を受けていることを知った
生徒も多かった。

改訂　科学と人間生活
第２章　生命の科学

15 神奈川県立 高３ 理科

生物
生殖と発生
生命の誕生と進
化

　生殖と発生の単元において、有性生殖・無性生殖における親と子のつながり、受精卵か
ら個体が発生する過程を学び、「モノ」と「生き物」の違いについて学び、命をもつ存在
のかけがえのなさを認識した。また、原始地球から生命が誕生する過程について考え、化
学物質のあつまりによって偶然構成された機能が組み合わされて構成された「生命」が変
異と淘汰を繰り返して進化してきたことを学び、自分たちの命と、今後の人類の在り方に
ついて考えた。

16 神奈川県立 高２ 理科 生物の発生

　未受精卵からウニを発生させた。
　卵割が進むにつれ、次第に形が変わり、生物らしくなる。このことにより生命の神秘に
触れ、命の大切さを学ばせた。
　また、発生の初期段階ではヒトもウニも同じ様式で発生することを説明し、「命」とい
うものを考えさせた。

第一学習者
スクエア
最新図説生物他

17 神奈川県立 高２ 理科 起震車体験
　平塚市の災害対策課の指導で、次の体験学習を実施した。11月１日（月）,２日（火）
に起震車体験により震度７を想定した地震動について学習した。その際、自分の身の守り
方を指導され、実際その行動を体験した。

講師は平塚市職員

18 神奈川県立 高１ 理科 鶏の心臓の解剖
　スーパーで食材として売っている鶏の心臓を解剖して、心臓の仕組みについて具体的に
理解する。鶏の心臓は人の心臓に似た部分も多くあり、実際に観察することで機能の素晴
らしさを実感し、命に対する感謝を感じていた。

一部高２



19 神奈川県立 高２ 理科

｢命を守る行動を
自ら考える｣
～新型コロナウ
イルスと免疫シ
ステムの科学的
知見～

　｢人体vsウイルス｣のＣＧ映像は分かりやすく、顕微鏡の動画は生徒にとっても興味深い
ものだった。番組の内容から、スパイクタンパク質とヒトの細胞の受容体との関係、サイ
トカインストームと肺血栓、抗体投与（血清投与）による重体状態からの生還など、生徒
は様々な情報に驚きと関心を示すと同時に、感染症のリスクも知った。
  ｢生物｣の授業なので、｢タンパク質のはたらき｣｢細胞膜の構造｣｢遺伝情報の発現｣などの
分野で得た知識を総動員してヒトとウイルス感染症について考えることを学習した。生徒
は、根拠のない情報に惑わされず、科学的根拠のある情報に基づいて自分で考え、行動す
ることの大切さを理解した。

６月に実施した２時間分
の授業。
初めの授業では、ウイル
スと生物との関係を免疫
と進化から解析したＮＨ
Ｋの75分特集番組｢人体
vsウイルス｣から、免疫
部分を34分にまとめて使
用。

20 神奈川県立 高複合 理科

・生命の多様性
・遺伝子の働き

（生物基礎）
（生物）

　生物基礎で細胞のしくみと働きについて学んだのち、そこから生命体としてのヒトにつ
いて理解を深めた。そのなかで、一人の人間が約40兆個の細胞でできていることと、その
一つひとつの細胞が懸命に働くことによって一人の命が支えられていることを学び、そう
した「健気な」細胞のありようから生き物のいのちの営みをグループワークで考えさせ
た。

対象は、高１、高２,
３生物選択者

21 神奈川県立 高３ 理科 「アジの解剖」

　日頃食べているアジを解剖することで、生きていることを感じ尊重することができるよ
うにした。アジフライ・刺身などではアジを食した生徒は全員であったが、アジの魚を見
て体のつくりを意識する生徒はいなかった。最初は外部の様子を観察し、内臓・胃の中を
観察した。生徒は普段、何気なく食べているものに関して、それがどうやって生きてきた
かを感じ、生命を尊重することにつながった。

講師：厚木商業教諭
ワークシート

22 神奈川県立 高３ 理科 「ヒトの発生」

　看護・医療分野への進学を希望する生徒が多いため、教科書では取り扱いの少ないヒト
の発生について授業内で扱った。ヒトの発生のしくみについて、資料集やプリントおよび
動画を用いて指導をした。その後、出生前診断について産科医と患者の葛藤を描いたドラ
マを視聴した。最後に、ワークシートを通して出生前診断やそれに伴う命の選択について
生徒に考えさせた。生徒は今後自分に子供ができたときに、どのような選択をするべきか
を考えることができていた。

講師は理科の教諭

23 神奈川県立 高１ 理科 免疫とワクチン
　体内環境・免疫に関連して、生物基礎の知識を活用しながら新型コロナウイルスワクチ
ンのしくみや効能についてグループワーク等を通して学びながら、健康や医療、いのちに
ついて考えた。

教諭　公開研究授業

24 神奈川県立 高２ 理科
地震，火山噴
火，気象に対す
る防災

　災害をもたらす自然現象そのものをなくすことはできない。そのため人間は、自らの生
命・財産や社会が受ける被害を小さくしようと、さまざまな対策を講じてきた。それらを
整理した。また、私たちの生命や社会の被害を最小限に抑えるには、やはり事前の備えが
重要ということになる。災害に強い社会基盤の構築も、個人が行える減災の取り組みも、
ハザードマップなどで災害の想定をしておくことも、すべて事前の備えである。さらに、
災害が襲う直前に発表される各種の警報・注意報は、私たちに心理的な準備も与え、その
結果、私たちが冷静で適切な行動をすることが被害の軽減につながることを確認した。

授業内。科目担当者に
より実施。



25 神奈川県立 高２ 理科 ウイルスと免疫

　必修選択科目「生物基礎」の「DNAの複製」及び「生体の免疫」の学習において、コロ
ナ禍であることを踏まえ、通常の授業内容に加えて新型コロナウイルスに対する感染予
防、手洗いや手指消毒の効用、ワクチンや予防接種等についてより詳しい授業を実施し
た。

保健の授業でもウイルス感
染予防について扱ってい
る。また、他の感染予防指
導として養護教諭の朝の声
掛け、昼食時の黙食指導を
実施している。

26 神奈川県立 高３ 理科
２章　動物の発
生のしくみ

　生物の授業において、卵や精子などの配偶子のでき方や、受精から発生までの過程を学
んだ。将来生殖細胞となることが決まっている始原生殖細胞は、生殖巣ができるよりずっ
と前に胚の中に生じ、体細胞と別の運命をたどる。ヒトの発生の場合、この始原生殖細胞
は受精後３週にできて、その一部だけが減数分裂の次の段階に進み、約１か月に１個の割
合で卵巣から排卵される。この単元では、限られた事象が重なり、奇跡的な確率で生命が
誕生するということを学ぶととともに、そのようにして誕生した自身の命の尊さを実感で
きる授業内容となった。

東京書籍　生物306


